
　夏季に美和・緒川地域等で車を走らせると、国道 293
号などの主要な道路沿いに、地区の方たちの手入れして
いる花壇を見ることができます。
　花壇には黄から橙のマリーゴールド、赤や青のサルビ
アなど、色とりどりの花が並びますが、その中でも、力
強く大きく育った赤いカンナが一際目を引きます。
　カンナは、カンナ科カンナ属の植物で、園芸用に多様
な品種が開発されている人気の花です。白、ピンク、橙、
黄など、様々な色のものが開発されていますが、なぜこ
の地域の花壇のカンナは赤ばかりなのでしょうか。

　市内にお住いの、おおよそ 50 歳以上の方は、昭和 49
年に開催された第 29 回国民体育大会、いわゆる茨城国
体をご記憶の方も多いかと思います。
　国体こと国民体育大会は、全国の都道府県持ち回りで
開催される国内最大のスポーツ大会です。初めて茨城県
で開催された茨城国体は、夏季大会を昭和 49 年９月８日
～ 11 日、秋季大会を 10 月 20 日～ 25 日に、30 競技を 27
市町村の会場で、２万人を超える参加者を集めて盛大に
催されました。
　これに合わせて笠松運動公園が整備され、国道６号が
笠松まで４車線化されるなど、茨城国体は県民生活にも
大きな影響を与えた、茨城の戦後史に残る一大イベント
でした。
　「水と緑のまごころ国体」をテーマに掲げた茨城国体は、
大会のテーマカラーとして、まごころの「赤」、豊かな実
りの「黄」、豊かな水の「青」の三色を選定し、シンボル
マークやその他大会関係の各所にこの色を用いました。
　また、当時の茨城県内では、県内外からの参加者をも
てなすため、花いっぱい運動が盛んに行われました。

　特に赤いカンナは、まごころの「赤」を表す花として、
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リレー（※各地で採火後、開会式会場まで火をリレー
する、オリンピックでいう聖火リレーのようなもの）の沿
道をはじめとして、競技会場とならなかった市町村でも
一斉に植えられ、大会の盛り上げに一役買いました。

　あれから 40 年以上が経ちました。
　現在、美和・緒川地域等で見られる赤いカンナは、そ
の時に植えられたカンナの子孫にあたります。
　カンナは宿根草なのですが、熱帯地方である中南米原
産であるため、暑さには強いですが寒さには弱く、冬季
の寒さが厳しいこの地域では、球根を地中に残したまま
では良くありません。このため、カンナを育てている地区
では、毎年冬季には球根を掘り上げて屋内等で大切に保
存し、翌春に改めて植え付けるという手間をかけて、代
を重ねてきました。
　茨城県内で、当時の花の子孫がこれほどまとまって残
されている地域は、他に例がありません。
　平成 31 年、茨城県で再び国体が開催されます。国体
が全国の開催地を一巡して戻ってくるまで、まごころの

「赤」であるカンナを 40 年以上繋いできた地区の方たち
の努力には、頭が下がります。
　今年の夏もまた、満開の花が私たちを楽しませてくれ
ることでしょう。

■問い合わせ■
文化スポーツ課　文化・スポーツ G　☎ 52-1111（内線 342）

赤いカンナと茨城国体

▲ （右列）背の高い植物がカンナ

▲ 花いっぱい運動の様子を伝える
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